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「情熱県政で岡山元気づくり」

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様には佳き初春をお迎えのこととお喜び申し

上げます。

　私は、歴史的な変革の時代に、引き続き三期目

の県政を担当させていただくことになり、その責

任の重大さに身の引き締まる思いで新年を迎えま

した。「おかやま夢づくりプラン」に基づき、夢と

希望にあふれる「快適生活県おかやま」の実現に

向け、情熱県政の推進に全力を尽くしてまいりた

いと決意を新たにしているところでございます。

　本年は、「岡山元気づくり・三つの創造」政策と

して、「活力ある産業の創造と雇用の確保」、「将来

の地域社会を支える人づくり」、「県民の生涯にわ

たる快適で安全・安心な生活の確保」の創造を、

県民力を結集した「人の和」で進め、"産業"や"

人"、"まち"をもっと元気にしていきます。

　とりわけ「活力ある産業の創造と雇用の確保」

では、バイオ、超精密、医療・福祉・健康、環境、

ＩＴ、物流の６分野を重点とした新産業の創出、

ベンチャー企業の育成、中小企業の支援による産

業の活性化と雇用の確保をするための政策を強力

に推進してまいります。

　岡山リサーチパークインキュベーションセンタ

ー（ＯＲＩＣ）は、設立から１年９ヶ月を経過い

たしましたが、入居者の皆様方は、新技術・新製

品の開発、新事業の創出をめざした取組が鋭意進

められており、高度な技術力、成長可能性を持つ

企業として注目を集めていることを大変心強く思

っております。

　ＯＲＩＣでは、研修交流会や発表展示会、さら

には、商談会といった営業販売支援活動も活発に

展開されており、岡山県から「孵化した」新しい

技術や製品、サービスが全国にそして世界に羽ば

たいていくことを期待いたしております。

　皆様方の今年一年のご健勝とご多幸を心からお

祈り申し上げ、新年のごあいさつといたします。

新年のごあいさつ
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岡山県知事　　石井　正弘

第９回岡山リサーチパーク研究・展示発表会

イベント案内

◆日時　１月21日(金)　９：３０～１８：３０

◆会場   テクノサポート岡山（岡山市芳賀5301）

◆参加費　無料　（交流会は参加費2000円）

【プログラム】

 9:30～10:45　紹介セッション

　全テーマを各分野ごとに座長がまとめて紹介

 11:00～15:00　展示発表セッション

  パネル・実物等を展示し、展示物の前で発表者が説明

 15:15～16:45　特別講演会「人の心と物の世界」

　　　ＧＫデザイングループ代表　栄久庵 憲司　氏

16:45～16:55　表彰式(審査で優秀と認められた研究展示発表数件を表彰)

17:00～18:30　交流会

◆参加申込み １月14日までに、団体名,氏名,交流会

参加有無,連絡先を、FAXやメールでお申込みください。

ＨＰからも申込みできます。

【申し込み先・問い合わせ先】

　(財)岡山県産業振興財団 技術支援部　

  E-mail：sginfo@optic.or.jp

　TEL：086-286-9651　FAX：086-286-9676

展示発表テーマの詳細等は、次でご覧ください。

岡山リサーチパークオープン１０周年記念!!

http://www.optic.or.jp/zaidan/s32/ORP/orptenjihapyou.htm
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研修・交流会活動

交流会

事業紹介：ナノプレシジョンエリア事業共同研究室（産学連携）

　　　　 ㈱ VOIPACK　JAPAN

　ナノプレシジョンエリア事業共同研究室は都市

エリア産学官連携推進事業（地域の個性を重視し

大学の知恵を核とした産学官の連携による文部科

学省の補助事業）で、岡山県西部の極微細加工技

術を持つ安田工業・化繊ノズル研究所と岡山大学・

岡山理科大学及び岡山県工業技術センターが連携

して研究開発を行っています。ナノスケールの超

精密生産技術の確立により、ミクロの物づくり岡

山に貢献していきたいとのことでした。

　㈱VOIPACK JAPANは日本から中国に進出してい

る企業７万社を主なターゲットとしてＩＰ電話シ

ステムの開発及び機器販売しています。特徴は光

ファイバーやＡＤＳＬ回線など高速回線だけでなく、

中国内陸部などに見られる低速回線（通信速度10K）

でも利用可能で、かつ、既存のサービスに比べ、

大変廉価に利用できることにあります。またＯＲ

ＩＣ入居企業であるアイ・エス・ティとユニバー

サルデザインのグループウェアの共同開発を行っ

ているとのことでした。

 続いて三菱総合研究所の内海氏（ＯＲＩＣ非常勤

ＩＭ）より、『ベンチャー経営』と題してテクノロ

ジー系ベンチャー経営の特徴と成長段階別に見た

ベンチャー経営の特徴と課題について講演があり

ました。

　10月12日、岡山リサーチパーク内に立地する研

究開発機関・企業の研究者技術者相互の交流の場

として開催されているテクノサポート岡山交流サ

ロンがＯＲＩＣで開催されました。

話題提供として

１．岡山県産業振興財団からフランクフルト国際

　　自動車技術見本市参加報告

２．岡山県産業振興課より北欧（フィンランド）　

　　の産学官連携状況の視察報告

３．ＯＲＩＣ入居企業の業務紹介

　　・㈱シスコ・コミュニケーションズ「自動検針システム」

　　・㈱夢石庵　「健康食品」

　　・㈱VOIPACK JAPAN、㈲アイ・エス・ティ

　　　　　　　　　　　　　「ＩＰ電話システム」

　その後ＯＲＩＣ中庭にてバーべキュー・パーテ

ィを開催し多数の方が参加し､交流を深めました。

　

　

　11月の交流会は19日に開催され、事業紹介は㈱

アイ・サポートが行いました。

　㈱アイ・サポートは先に入居していた㈱川本が

中心となり2004年10月28日に設立された会社で、

入居時の計画の具体的展開を進めていく中で生ま

れた新会社です。

　㈱アイ・サポートの事業の一つは水処理施設遠

隔監視システムの開発・販売で、水処理施設（浄

水場、下水処理場）の情報処理装置と他の関連施

設にある情報処理装置を通信回線で接続し、セン

ターで監視、制御を行い、合わせて日報、月報な

ども作成します。第二の事業はこれらの施設情報

管理システムの開発・販売で、ＧＩＳ（地図情報

VOIPACK JAPANの事業紹介の様子

セミナー

「ベンチャー経営」

■ 10月度　交流会及びセミナーの開催

事業紹介：㈱アイ･サポート

交流会

■テクノサポート交流サロンの開催

■11月度　交流会及びセミナーの開催



システム）を活用した上下水道などのライフライ

ンの施設管理を行うシステムが対象です。第三の

事業は上記二つのシステムを使って運営・管理業

務を受託する事業です。同社の動きは、本年3月

施行の水道法改正により、水道の管理に関する技

術上の業務の全部または一部を第三者に委託する

事が出来るようになった事を受けてのもので、長

年にわたる㈱川本の事業経験を活かし、県外のパ

ートナーとの提携をしての万全の取り組みといえ

るでしょう。

　また、同社は県内で技術を確立し、事例を作り、

その後は県外、更には上海などを足がかりに中国

大陸への事業展開も視野に入れているとの事です。

　

　11月のセミナーは岡山県知的所有権センター/（社）

発明協会岡山県支部との共催により、「特許につい

ての質疑応答セミナー」として行われました。同

協会は県内各地で特許等の情報調査・活用方法、

出願の仕方、制度など特許管理全般について、参

加者の質問に答える形でのセミナーを進めており、

今回、ＯＲＩＣで開催して頂きました。

　セミナーでは佐藤新吾特許情報アドバイザーと

宮本邦男出願アドバイザーが説明され、まず、講

演では、新しい事を始める前には必ず先行技術を

調べる必要があるが、これは、自分の技術の権利

確保の前に他人の権利を侵害しない為でもあると

指摘、また、特許権利化までのプロセスと費用の

目安が説明され、関連する国内特許・実用新案の

無料調査用データベース、特許電子図書館が紹介

されました。特許電子図書館内のデータベースの

調査の仕方については、会場内のＰＣをインター

ネット接続し、参加者からの質問に答える時には

プロジェクターを用いて、電子図書館の検索法、

操作法を全てスクリーンに表示して説明をされ、

参加者からは「具体的な操作が良く判り、実践的

であった」と好評でした。

　11月17日第３回ＩＴ研究会を開催しました。

参加者は入居企業６社、外部からの参加企業を含め、

19名となりました。

　今回のテーマはリナックスを軸としたオープン

ソース技術でした。自治体を中心としたオープン

ソースへの期待はよく知られています。その良さ

を活かした事業展開の可能性を討議しようとの目

的で、㈱シスコ・コミュニケーションズのアレン

ジで、㈱スマートスタイルから説明を受けました。

　同社はリナックス・ベースのシステム開発環境

としてＬＡＭＰを提案、ＬＡＭＰはオペレーティ

ングシステムのLinux(L)、ウェブ環境のApache(A)、

データベースの MySQL(M)、スクリプト言語の

PHP/Python/Perl(P)の頭文字を並べたものです。

ＬＡＭＰ環境はそれぞれの構成要素が安価であり

必要なハードウェア環境も軽く、リナックスの良

さを引き出せるとしています。具体的な使い方を

織り交ぜて判り易く説明され、開発環境の完備状

況と有利さを説明しました。

　

　光フィジックス研究所は４人の電子工業・レー

ザー・ポリマーなどの各分野の技術者がオーダー

メイド型研究開発提案を行う企業として設立。レ

ーザー技術利用分野で製品化や高性能化のアイデ

ア提供やプロトタイプの製品開発を行う等、知識

を売ることをビジネスモデルとしています。

　熱を出さないで切るフェムト秒レーザーの加工

例の分かりやすい説明を始め、フェムト秒レーザ

ーがナノ加工の分野、医療、生化学、バイオ産業

など幅広い分野で注目を浴びていること、また、

同社がフェムト秒レーザー分野で永年の技術蓄積
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セミナー

「特許についての質疑応答式セミナー」

■第３回 ORICＩＴ研究会の開催

事業紹介：㈱光フィジクス研究所

交流会

■12月度　交流会及びOIAセミナーの開催

LAMPセミナー�

㈱アイ・サポートによる事業紹介の様子
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を有することや、岡山県から、県内中小企業の優

れた技術、独創的な技術を有する企業として、｢岡

山わが社の技に認定」に選ばれたこと等の紹介が

ありました。

　今月のセミナーはＯＩＡセミナーとして開催され、

小林裕彦弁護士が『中小企業経営者に必要な契約

上の注意点』と題して講演されました。

　望ましい契約とは、「守りやすく破られにくく、

リスクの対処が十分出来ていること」や「戦略的（不

利なところは曖昧に、有利なところは明確に）に

作成することが必要であること、また、契約書で

稼げることが大切であることや、契約相手の様式

での契約は簡単に調印しないことが重要とのこと

でした。更に、メモや走り書きでも意見が一致し

ていれば、予備的合意書として印を押していなく

ても認定されるケースや、重要な事項については

ボイスレコーダー等を利用し相手に確認し録音を

しておくこと等、実務的に役立つお話がありました。

　講演の後、個別相談も実施し、相談者からは、

良かったとこ好評でした。

セミナー

法律セミナー「中小企業経営者に必要な契約上の注意点」

■　ビジネスマッチングin香川

入居者の活動・トピックス

　香川県と近隣県の企業が新製品やニュービジネ

スを展示発表する『ビジネスマッチングiｎ香川』

が10月19日～20日にサンメッセ香川において開

催（但し20日は台風23号の為中止）されました。

ＯＲＩＣからは岡山県参加企業５社中４社が参加

しました。

　またエフ・エス・ケイとシスコ・コミュニケー

ションズがビジネスプランの発表（香川２社・岡

山２社）を行いました。　19日夕には、岡山県産

業振興財団、香川県産業支援財団、両県、両県の

同友会、ＯＩＡと出展企業との意見交換会及び交

流会が催されました。

㈲エイムテクノロジー

㈲エフ・エス・ケイ

㈱シスコ・コミュニケーションズ

㈱VOIPACK　JAPAN

211号室

112号室

315号室

217号室

蛍光体分光認証システム

セキュリティ管理システム・セキュリティシステム

TASS GISシステム・AMR用センサー２WG

IP電話システム（日本～中国）

企業名 製品・技術・サービス名部屋番号

≪インキュベーションマネージャー研修受入れ≫

　11月9日から12日迄の４日間、日本新事業支援

機関協議会（ＪＡＮＢＯ）が実施しているインキ

ュベーションマネージャ養成研修（ＩＭ研修）プ

ログラムのインキュベータ実習がＯＲＩＣで行わ

れました。

　研修者は４名で、ＯＲＩＣからは施設運営、支

援業務内容、入居企業を紹介し、さらに連携しな

がら活動している産業振興財団、工業技術センター、

岡山大学地域共同研究センター、ＢＩＯ(ビジネ

スインキュベータおかやま)を訪問、意見交換・

交流を図りました。今回の受け入れで、ＯＲＩＣ

の活動はもとより、地域のベンチャー支援の現状、

入居企業各位の活躍の状況が発信できたのではな

いかと思います。

セミナーの様子
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■　ベンチャープラザ岡山2004

■　ベンチャープラザちゅうごく2004　出展レポート　

　花田技研工業㈱は12月１日(水)～２日(木)

の２日間、広島県立広島産業会館で開催された「ベ

ンチャープラザちゅうごく2004」に参加、製品展

示とビジネスプランの発表を行いました。

このイベントには中国地域で公募・審査により選

ばれた10社が参加、同社は岡山県から唯一の参加

企業でした。花田社長に参加目的、成果等につい

て以下の通り伺いました。

　展示・発表の内容は、ごみ焼却炉から出る溶融

スラグに表面処理と着色処理し、着色骨材「人工

セラミック」としてリサイクルする事業で、参加

目的は資金調達と販路拡大、販売代理店募集でした。

「手ごたえは十分あった」というのが同社の率直な

感想です。同社の人工セラミックは屋外で使用し

　岡山県内のベンチャー企業が新製品の展示やビ

ジネスプランの発表を行うベンチャープラザ岡山

2004は11月26日にテクノサポート岡山で開催さ

れました。

　香川県からの企業の参加を含め70を超える出展

が行われ、活況を帯びた展示会となりました。当

センターからも、シスコ・コミュニケーションズ

を始め下記の８社が出展し、各社とも商品のＰＲ

や商談が進み、出展の成果を感じ取っていました。

　入居者のエイムテクノロジー社の「蛍光認証シ

ステム」は、紙幣、証券等の真偽判定の検査装置

として、後日の日経新聞にも掲載されました。また、

ビジネスプランコンテストでは、第一次審査で選

ばれた６者のプラン発表が行われ、最優秀賞に岡

山大学医学部の三井秀也氏の「医療用ハエ幼虫の

製造･販売」が選ばれました。最優秀者には賞金

500万円と当センター研究室の無料での利用が認め

られます。現在、同氏は起業を行い、新年早々Ｏ

ＲＩＣに入居の予定になっています。また、ＯＲ

ＩＣからは、ＩＳＴの吉井氏が、同じ入居企業で

あるVOIPACK社と連携して、「ユニバーサルデザイ

ンを取入れたグループウェアの開発」を発表し、

審査員特別賞を得ました。

具体的な試作依頼やＶＣとの出会いなど、手ごたえ十分！

花田技研工業㈱

㈲エイムテクノロジー

㈲エフ・エス・ケイ

㈱シスコ・コミュニケーションズ

㈱VOIPACK JAPAN
＆

㈲アイ・エスティ

蛍光体分光認証システム シックス㈱ テレビ会議システム「eKAIGI」

花田技研工業㈱ 人工セラミックの着色骨材原料

IP電話システム

「IPPBX」、「IPGW」

セキュリティのカメラシステム

㈱ザイン
経営革新をアシストするマネジメントシステム
（ISO・情報セキュリティ・収益性改善）の構築支援

機械式メーター自動検針システム

企業名 製品・技術・サービス名 企業名 製品・技術・サービス名

㈱シスココ・コミュニケーションズのブース 展示会場 ビジネスプランコンテスト表彰式

オープニング・セレモニー
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入居企業のご紹介

≪会社概要≫

代 表 者

設 立

T E L

Ｕ Ｒ Ｌ

川西　博仁

2004年６月

086-286-9325

http://www.sc-c.co.jp

株式会社シスコ・コミュニケーションズ　株式会社シスコ・コミュニケーションズ　
　㈱シスコ・コミュニケーションズは2004年６月

に岡山市に設立されました。事業内容は、電気、

水道、ガスなどの自動検針システムの開発・販売

です。

　現在、これらのメーターは殆どが機械式で、毎月、

検針員が各戸のメーターを目で見て検針しています。

自動検針のニーズは前からありますが、電子式メ

ーターが高価な為、なかなか普及していないのが

現状です。

　同社のシステムでは、既存の機械式メーターに

カメラ付きのセンサーを設置し、カメラでカウン

ターを撮影、解析後、無線でデータを検針センタ

ーに送ります。そのため、検針員がいちいち訪問

しなくても検針する事が出来ます。更に同社は、

検針センターのシステムにＧＩＳ（地図情報シス

テム）機能を組み込む事で、配線、配管情報と顧

客情報を一元的に管理出来るという付加価値を実

現しており、導入する顧客の業務のグレードを大

いに高める事が期待されています。

　同社の強みはセンサー技術と合わせて無線によ

る検針データ収集方式にあります。各戸が単独で

公衆通信網を使って送る方式では通信費用が大き

くなり運営費用を圧迫するので、同社では一定の

距離内の各戸設置のメーターからのデータを収集

する中継器を置き、中継器と各戸のメーターセン

サーとの間は独自方式の無線で収集し、中継器か

らセンターまでをＰＨＳ或いは携帯電話網で送る

方式を採用しています。

　同社は、韓国の企業と提携しており、センサー

技術について導入し、逆にシステム技術を提供し

ています。この韓国企業経由で韓国のガス会社へ

の自動検針システム商談が発生していますが、Ｇ

ＩＳ機能付きのシステム部分は㈱シスコ・コミュ

ニケーションズの担当です。国内でも幾つか具体

的商談が進行中で、対応に大忙しとなっています。

　同社は、独自性を持つ無線技術単独の事業展開

も企画しており、通信費用が安価に仕上がる事から、

自然災害が発生したときの自治体と各戸の間の連

絡にも応用できるのではないかと、提案を検討し

ているところです。

ても長持ちするうえ、色落ちしないという特長が

あり、住宅の外壁塗料や路面舗装など、建築、土木、

ガーデニング分野におけるさまざまな用途が考え

られます。現在この用途で使用されている砕石な

どの骨材原料は、自然破壊につながることから利

用抑制の兆しがあり、それらに替わるものとして、

今後は多方面で利用が広がっていくと期待してい

ます。２日間を通じて、コンクリートメーカーや

コンクリート２次製品メーカー、建材メーカー、

建築設計会社など多数のお客様が同社のブースを

訪問し、「すぐ試作品を作りたい」という申し出も

複数ありました。また、同社は来年度に増資を計

画しておりますが、ビジネスプランを聞かれたベ

ンチャーキャピタル２社がブースを訪問し、製品

の内容と今後の展開について詳しく話しをしました。

　同社は、今回の出展により中小企業基盤整備機

構中国支部から推薦を受け、1月26日(水)～27

日(木)に東京国際フォーラムで開催される「ベ

ンチャーフェアＪＡＰＡＮ 2005」にも出展するこ

とになりました。

同社の展示ブース
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ＯＲＩＣでは、意欲と能力にあふれたベンチャー

企業の入居を募集しています！！

随時、入居のご相談に応じていますので、ご連絡

下さい。

■施設使用料

・入居後３年間は、更に１／２減免の制度も　　  

　あります。

・複数室の利用も可能です。

■募集概要 

　対象： 情報通信や、ものづくり分野を中に

　　     新技術・新製品の開発、創業を目指

         す個人・グループ・企業。

　期間： ３年以内（再申請もできます）。

　審査： 入居にあたり、審査があります。

■次回募集 

原則として３ヶ月毎に入居者審査会を開催してい

ます。次回は２月末までに事業計画書を提出され

た方を対象に、３月中に開催の予定です。

（参考）【入居可能研究室】(2005年１月現在) 

 研究室小　（ 25㎡）　 ：　３室

 研究室大　（ 50㎡）　 ：　１室 

 試作開発室（100㎡） 　：　５室

■お問い合わせ

岡山リサーチパーク インキュベーションセンター

TEL：086-286-9116　FAX：086-286-9117�

E-Mail：　info@oric.ne.jp

詳細はORICホームページをご覧ください。

http://www.oric.ne.jp

入 居 案 内

求 人 案 内

 去る12月20日に第８回審査会が開かれ、厳正なる審査の結果、下記の２社の入居の内定が発表されまし

た。また、ベンチャープラザおかやま2004のビジネスプランコンテストで最優秀賞に選ばれました三井氏

もＯＲＩＣへの入居が内定しております。

入居内定企業名

代表取締役

三井　秀也

㈱アスコルバイオ研究所

山本　格

マナス・ジャパン㈲

ガドギル・ニランジャン

本社所在地

岡山市

東京都

岡山市

ＩＴ

バイオ

バイオ

事業の概要 分野

・安定化ビタミンC誘導体を主成分とする食品、サプリメント、
　殺菌水溶液等の商品化および疾病予防に寄与する機能性物質
　の研究開発、委託製造、委託販売。　　

・医療用ハエ幼虫の製造・販売

・米国など海外ソフト製品の日本語化とインド開発リソースを
　前提としたニアショア・センターとしてのソフト受託開発

新入居者（入居内定者）のご紹介

ＯＲＩＣ入居企業より、求人募集のご案内です。詳細は直接、お

問合せください。

■定員／正社員・若干名

■職種／ＩＴ全般営業・営業アシスタント

■対象／・22～30才位の、専門学校、大卒以上の方

　　　　・パソコン知識のある方

　　　　・普通自動車免許をお持ちの方

■勤務地　神戸・岡山

■勤務時間／9:00～18:00（休憩1時間含む） 

■待遇・福利厚生／各種社会保険完備（雇用・労災・健

　　康・厚生年金）賞与年2回。家族手当、諸手当有り 

■詳細／　http://www.nw21.co.jp

■お問合せ／㈱ネットワーク２１　本社

　〒761-8073　香川県高松市太田下町2214番地5

　TEL 087-864-3235 　担当：芳澤

 

株式会社　ネットワーク２１
～業務拡大につき営業スタッフ募集！！～

施設区分 面 積 部屋数 使用料の月額

 ㎡

 

研究室 小 約 25 22 45,000 円

研究室 大 約 50 ㎡ 30 88,000 円

試作開発室 約 100 ㎡ 6 175,000 円


